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＜開催報告＞ 新入生歓迎イベント「Library Week」
利用者支援課・戸山図書館
◆イベント開催に至るまで
図書館ではここ数年、初年次教育の支援を強化してきてい
る。具体的には授業の支援や図書館ツアーを数多く実施し新
入生に大学において図書館を利用する意義を伝えてきた（こ
の点については近年、本誌で報告しているので適宜参照して
欲しい）。しかし一方で、支援の数が増えるに従って、実施側
のマンパワー不足が課題となってきた。また、中央図書館内で
のツアーに伴う騒音や混雑も課題として指摘があった。
そこで、まずツアーを「引率型」から「セルフ型」へ変更できる
かを検討した。授業によっては館内ツアーと図書館利用指導
が授業の一部に組み込まれているものもあり、それに代わりう
る内容が求められた。検討を重ねるうち、いっそ多少の騒音が
出ても可とする期間（週）を設け、大々的に図書館でイベントを
行うこととし、「授業の一環」という視点から「広く新入生を歓迎
する」イベントを実施してはという発想に変化していった。
結果として、2013 年 4月 13日（土）から 19日（金）の 1週間
に中央図書館と戸山図書館で合計13のイベントを集中して開
催する「Library Week」（以下、LW）を実施することとなった。以
下に各イベントを簡単に報告する。
＜掲示したポスター＞
1. 中央図書館セルフツアー
これまでの図書館職員による引率型ツアーを、スタンプラリー
形式のセルフツアーとして実施した。参加者が受付にてツア
ーマップとスタンプカードを受け取り、それを基に館内 10 か所
に設置されたスタンプポイントをめぐることにより、図書館サー
ビスや資料の特性について学ぶことを目的とした。
準備段階では、図書館が持つ多種多様なサービスの内容や
資料の情報を10か所のスタンプポイントに集約することに苦労
したが、新入生が図書館を利用する際にまず必要な情報は網
羅できたと考えている。
結果的には、形式の目新しさや、ツアー達成者がもらえる図
書館オリジナルのクリアファイル(４種類)が興味を引いたのか、
LW期間中で1,000名近くの参加があった。この中には授業の
一環として参加した学生の他、自主的な参加者も 200 名近く
にのぼった。な
お、このセルフツ
アーは LW 期間
後も継続して実
施しており、春学
期末までで 250
名強の利用者が
参加している。
2. 知的書評合戦「ビブリオバトル＠早稲田」
近年、人気の兆しを見せている「ビブリオバトル」（発表者が
お薦めの本を、生の語りで紹介する書評ゲーム）を初めて開
催した。開催実績のある紀伊國屋書店様のご協力を得て、バ
トラー（発表者）20名による予選4回（4月）、準決勝2回（5月）、
決勝 1 回（6 月）という大規模な催しとなった。予選では観戦者
の集客に苦慮したが、広報の強化が功を奏し、大会の盛り上
がりと共に観戦者数は増え、決勝では学外者も含む約80名が
来場した。決勝出場者（5 名）は各々の言葉で本の魅力を熱く
語り、個性光るプレゼンテーションを行った。最後に、参加者
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の投票により、早稲田
大学総長賞（＝チャン
プ本）、図書館長賞、
紀伊國屋書店賞が決
定・授与され、満員の
会場から惜しみない拍
手が送られた。アンケートでは、「読みたい気持ちを大きくかき
立てられた」、「バトラーの表現力が素晴らしかった」、「また開
催してほしい」など、バトラーへの賞賛や次回を期待する声が
多く寄せられた。
3. 館内でのコンサート「ライブラリーコンサート」
中央図書館
内の大階段
付近は2階か
ら 4 階まで吹
き抜けの作り
となっており、
音響がすばらしいのではと想像したことがある方もいるかもし
れない。この恵まれた施設環境を「音楽」に使ってみることが、
この企画の 1 つのポイントでもあった。学内腕利きの学生音楽
サークル（弦楽、ギター、マンドリン、合唱）から参加の快諾を
得て、コンサートを平日昼各 20 分間で実施した。
利用者から騒
音等の苦情があ
るのではという懸
念があったため、
事前に手渡しで
チラシを配布、
閲覧席には案内
パネルを設置し、当日は館内放送で集客も兼ねて周知をはか
った。事前の周知が功を奏したのか苦情はなく、逆に大変好
評であった。学生からは「図書館に来るのが楽しくなった」、
校友からも「またやってほしい！」といった沢山の感想が寄せ
られたことは嬉しい驚きであった。図書館で熱演する学生を間
近で観られたことは新鮮な経験であり、図書館として学習・教
育だけでなく文化活動の支援ができたことは意義深い。
4. 図書館学生ボランティアによる学生読書室ツアー
本学には数多くの図書館・図書室があるが、各学部に設置
されている「学生読書室」を、これまで以上に活用してほしいと
考え、生まれ
た企画。実施
にあたっては、
今年度より発
足した、学生
による図書館
ボランティアス
タッフ（LIVS）が主体となって運営した。「先輩」という身近な存
在が案内するという「親しみやすさ」からか、参加者（新入生）
が質問しやすい雰囲気を作ることができ、結果として 9 割近く
の参加者から「役に立った」との評価を得た。
5. 学生ボランティアによる学習相談会
「先輩直伝！大学フル活用勉強法」
大学公式プロ
ジェクト「こうはい
ナビ」の学生ボラ
ンティアが主体と
なった企画。前
半は高校と大学
における「学び」
の違いや勉強法についての話、後半は新入生の抱える学業
面の不安に直接先輩が相談にのる座談会の 2 部構成であっ
た。
こうはいナビ学生スタッフ主導のもと企画の検討を行ったが、
準備段階では常に職員スタッフが内容・運営面でのアドバイス
が出来る体制を取っていたため、学生の主観だけではない信
頼性の高いコンテンツを作成することが出来た。また、学生読
書室ツアーと同じく、学生同士で気軽に相談ができる点が学
生にとって魅力的に映ったのか、早々に募集定員に達した。
当日も、学生同士で活発な意見交換が行われ、先輩から真
剣に学び取ろうとする後輩の姿が見てとれた。今後も学生との
協働企画は欠かせないだろう。
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6. 姜尚中氏講演会
LW 計画当初より中央図書
館内のホールを活用したイ
ベントを検討し続けた結果、
姜尚中氏（聖学院大学全学
教授）による講演会「大学で
学ぶということ～君たちへの
メッセージ～」として結実し
た。多くの参加希望が寄せ
られ、恐らく図書館としては
初めて同時中継（井深大記
念ホール、所沢キャンパスの 2 か所）を実現した。結果 179 名
もの参加があり、好評を得た。また、質疑やアンケートを通じて
大学生活に「戸惑い」や「迷い」を感じている学生らの存在に
気づく好機となった。今後も図書館に関連した講演会を継続
して開催し、学生生活の充実につなげたい。
7. 情報検索講習会
「レポート作成に役立つ！図書館資料の探し方」
新入生を主な対象とし、レポートを書くうえで必要となる図書、
論文、新聞記事の基本的な探し方を紹介した。同様の講習会
は今までグループ学習室で実施してきたが、今回は初めて学
習コーナーで行った。学習コーナーは PC が設置されたオー
プンな空間であるため、準備が軽減されるだけでなく、講習会
の様子が多くの来館者の目に留まることで、図書館の取り組み
が伝わる効果もあると考えた。期間中に実施した 2 回とも参加
者は10名程と満席にはならなかったが、その分個々人の様子
を確認しながら進めることができ、実習の時間には英語や中国
語のデータベースを使いたいといった個別の要望にも対応で
きた。参加者のなかにはセルフツアーと合わせて参加した学
生もおり、図書館の利用方法を体系的に学ぶことができて良
かったとの感想が寄せられた。
8. 映像資料上映会 『プロフェッショナル仕事の流儀』
「映像資料」の存在を、新入生をはじめとした図書館利用者
に広く伝えること、利用者の誰もが参加できるイベントとして、
LW の参加者の枠を広げることを目的に、映像資料上映会を
開催した。上映資料の選定に際しては、学生の関心を引く内
容でかつ館内上映が可能であるかに留意した。最終的に
NHK の『プロフェッショナル仕事の流儀』から、人気漫画家の
井上雄彦氏、また社会で活躍する本学の卒業生、佐藤章氏と
及川卓也氏が取り上げられた回を上映した。特に就職活動中
の学生から好評を得たが、学生以外の利用者からも高い満足
度を得ることができた。今後の課題としては、上映会開催の意
義をよりわかりやすく伝え、映像資料の利用促進につなげるこ
と、広報手段を工夫し、より多くの利用者に参加してもらうこと
が挙げられる。
9. 書評展示「この本、いいね！」
書評の掲示は過去にも行われたが、今回は「ゆるく」参加で
きるよう、「いいね」と思った書評の脇にシールを貼ってもらう形
とした。結果、シールは期間中に約 100 枚、最終（春学期末）
で 509 枚貼られ、一定の支持を得たと言えよう。書評自体は過
去に集めたものを再利用し手間を省いた一方、シールを貼る
ときの触感や貼った後の視覚効果を考え、小さなものではなく
大きめ（直径 20mm）のものを選ぶなど工夫した。
10. ライブラリークイズ
Waseda-net portal の申請機能を利用し、Web 上でクイズを
実施した。クイズの出題内容は図書館利用、図書館サービス、
トリビア等の内容から全 20 問を厳選し、16 問以上正解した参
加者にはもれなく図書館オリジナル絵葉書
することで、エンターテインメント性を持たせた
広報手段として、図書館 HP 内の NEWS
Facebook・Twitter といった SNS での情報発信
に試みたが、結果として参加者数はさほど多
後は、クイズの参加方法や広報手段を再検討
参加しやすい形式を考える必要がある。
正答率は比較的高かったと言えるが、クイズの
ら、「学生が何を知っていて、何を知らないか
取ることができ、学生の図書館利用に関する
ールとしても利用できることが分かった。
11. 戸山図書館セルフツアー
館内各階
ルとスタンプポイント
所）を設置
ンプを集
中央図書館
（オリジナルクリアファイル
を渡した。中央図書館のセルフツアーのように
位置づけられなかったため参加者数は 41 名
12. 資料展示 「新入生にすすめる本」 （戸山図書館
文学学術院の教
員、助教、助手の
方々に推薦してい
ただいた73タイトル
89 冊の図書を推薦
文とともに展示した。
展示した図書は貸
出可とし、推薦図書のリストも持ち帰れるように
された図書、推薦文がたいへん興味深く、よい
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セットをプレゼント
。
での案内のほか、
もこの LW を機
くはなかった。今
し、より学生が
誤答傾向か
」ということを読み
理解度を計るツ
に説明パネ
（５ヶ
し、全てのスタ
めた参加者には
と同じ景品
）
授業の課題とは
にとどまった。
）
用意した。推薦
企画であったと
思われる。
13. 「古典籍総合データベース体験
てもらえるように設置した。お薦めコンテンツとして
八犬伝』、『維新志士遺墨』等を紹介
大型ディスプレイは目につくようで
学生が多かった。結果、設置した
ースへのアクセスは、期間中 700
◆まとめ
図書館としてこのような大規模
初めてであり、単純に過去との比較
反応は各イベントのアンケート等
めている。この LW が全新入生に
いが、図書館職員としては一定の
内他部署からも前向きなコメントが
ということもあり、至らない点も多
ながら継続して取り組んでいきたい
新たに気付かされたことも多かった
ておく。
・多様性への配慮が必要（学生のニーズやバックグラウンドの
理解）
・人と人とがつながる場の提供（旧来
かった視点）
・勇気をもって新しいことに挑戦することの
最後に、参加して頂いた皆様
関係者の皆様に御礼申し上げます
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」 （戸山図書館）
紀伊國屋書
店様よりタッチパ
ネル式大型ディ
スプレイを借用し、
本学の「古典籍
総合データベー
ス」を自由に使っ
『南総里見
した操作ガイドを用意した。
、興味を持って触れてみる
端末からの古典籍データベ
件にのぼった。
なイベントを行うのは今回が
はできないが、参加者の
から概ね好評だったと受けと
行き届いたとは決して言えな
達成感を得ることができ、学
寄せられた。初めての試み
かったが、今後も改善を重ね
。また、イベント実施により
。その主だったものを挙げ
の図書館サービスには薄
意義
、ご協力いただいた先生方・
。
